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若葉高等学園は、少人数なので保護者の皆様の行事協力が必要不可欠です。ご無理のない

程度で参加していただきたく思っています。ご支援・ご協力をよろしくお願いします。

共生会会長 小幡 美紀

令和６年度 新役員
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会員の皆様には日頃より共生会活動へのご理解と協力をいただきありが

とうございます。 本年度共生会会長を務めることになりました小幡と

申します。諸事情により顔出し出来ず申し訳ありませんが、精一杯努力

して参りますので１年間よろしくお願いします。

最近よく子どもたちが、お願いやら遊びに授業の合間、お昼休みに校長室を訪ねてくれます。私自身、転換の良い

時間になっています。こちらの考えを探りながら、本音で話すやり取りが繰り返されて、尚楽しい時間になってき

ています。子どもたちは、それぞれ家庭に戻って学校での様子をお伝えしていると思いますが、それを聴いては一

喜一憂、親として子と学校に寄せる思いが強いのは、私学として当然のことと捉えています。子どもたちのより良

い成長を願うのは教師も保護者の皆さんも同じです。構えず、心許して子どもたちのことだからこそ一緒に考えた

いと思っています。小さくも何かができるようになったことの喜びもそうですが、加えて心が成長したことも更に

大きな喜びとなります。子どもたちの弱いと言えるところを意識的に克服しようとしている姿、心中いかばかり口

惜しかろうに、友だちの失敗、過ちを許せるようになった姿を見れば、どんなに嬉しいことでしょう。日々の生活

の中で見えないことだけに、親は子どもと近すぎて見つけにくいことだけに、子どもの成長を周りに認められた喜

びは、ひとしおです。子どもたちの成す行為を認めることで、直に子どもたちの心に響いて、さらなる成長をもた

らします。これに重ね教師も成長します。常日頃、保護者の皆様には学校教育全般、ご理解、ご協力に深く感謝い

たします。今年度から新本部役員体制でスタートした共生会は、とても協力的で一体感ある頼れる存在です。小幡

共生会会長さん、同じクラスの保護者さんが役員で、まとまりある会に期待しますと共に、子どもたちや学校を一

層盛り立てていただけますよう、1年間宜しくお願いいたします。

若葉高等学園 校長 大出 浩司

例年にない高等部本科、専攻科に大勢入学、進学した生徒さんが在校生に混ざって、赤城

南麓の陽の光をたくさん浴びて、高原の心地よい風を感じながら毎日活動的に学校生活を

送っています。今年も昨年以上に県内外からの新入生をお預かりし、早いうちから心打ち解

けて授業、作業や行事が滞りなく進められています。5/15の竣工祭、竣工式、記念演奏会に

出席されたご来賓皆様から、嬉しいことに子どもたちの活躍が高く評価されました。日々の

学校生活の中から培われた力が、いざやらなければならない時に発揮できているのをひしひ

しと感じています。

5月15日は若葉高等学園の創立記念日です。今年はその日に「特別教室竣工式」がおこなわれ

ました。生徒の皆さんはすでに特別教室で授業を受けていますが、一般の方々にとっては講師

の松岡先生とその友人たちによる演奏会は“こけら落とし”になりました。司会の任君のユーモ

アのある進行は皆さんに好評でした。特別教室は大出校長先生が３０年来温めていた芸術館の

実現です。私は、故大出文子先生にご報告申し上げました。

さて、芸術教育の意義は多くの人が語っていますが、私立特別支援学校では故宮城まり子先生のねむの木学園が有

名ではないでしょうか。肢体不自由の人が音楽のちからにより肢体の動きが自由になる光景を幾度もみています。絵

を描いたり、メロディを歌ったり、楽器を演奏したりという芸術活動は人間だからできる活動です。芸術教育が若葉

高等学園の特色教育になることに期待しています。

副校長 星 登志雄

「特別教室はできた!! 芸術教育で感性みがき、想像力のある人間になろう!」

４月８日 入学式



新入生歓迎会（4月19日）

竣工式・記念演奏会（5月15日）

校内作業（5月20～24日） 環境活動（5月28日）

生き生きフェア事前学習（5月27日）

事業所見学会（6月14日）

新校舎にて（6月）

≪編集後記≫

今年度の最初の共生会だよりは、入学特集として新入生や先生方のご紹介を中心に編集させていただきました。

学校の活動などに関心を持っていただき、ご参加ご協力いただけましたら幸いです。

お忙しい中、アンケートやご寄稿にご協力いただきまして、ありがとうございました。

次回は12月冬休み前の発行を予定しています。 広報委員一同




